
事例① インターカルト日本語学校 企業の高度人材対象の日本語教育

■目的

□日本語力不問で国内外で採用された人材が、
日本人と共に業務を遂行するにあたって必要な
日本語能力とコミュニケーション力を身に付ける
ために、勤務開始半年前から学習機会を提供

■教育内容

□日本本社での配属後2年間で日本語能力試験
N1に合格することを目標。各々の日本語レベル
に合わせた教材を使って教育を実施

■授業時間

□採用後の内定期間：150時間、6カ月間
入社後：週1回2時間、1年間

■体制、人員配置

□国内外での内定期間：日本語教師各１名
入社後：プログラムコーディネーター1名

各クラスに日本語教師 各1名

■定員

□採用人数：6名

■施設設備

□内定期間：採用地の日本語教育機関
（当校の海外提携校）

入社後：当校及び依頼元企業（教師派遣）

■評価の方法

□依頼元企業との間で、毎週定期的なフィード
バック、受講生・教師それぞれによる自己評価、
進度データの交換、改善に関する協議を実施

■自己評価シートと成績評価表 １

外国人就労者向け日本語教育の現状
資
料
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■目的

□県内の大学に在籍する留学生で、県内もしく
は日本国内での就職を希望する者のために、ビ
ジネス日本語の学習機会を提供

■教育内容

□6か月のビジネス日本語能力テスト(BJT)対策
を主とするe-ラーニングと、その期間中、当校から
の派遣講師によるスクーリング。BJT協会作の問
題搭載の当校e-ラーニングシステムを使って実施

■授業時間

□e-ラーニング：60時間相当、3カ月間
スクーリング：期間中3回実施、1回3時間

■体制、人員配置

□e-ラーニング：日本語コーディネーター教師
１名・システム担当者1名・県の担当職員1名
スクーリング：日本語教師1名

■定員

□県が大学を通して募集 80名

■施設設備

□e-ラーニング：受講者各自自宅で受講
スクーリング：県の国際交流協会の施設

■評価の方法

□e-ラーニングの進捗確認をシステムの管理
機能により当校が行い、その結果を県担当者

と共有。適宜、学習者にフィードバック。期中の
模擬テスト、最終のBJT本テストによって評価

■スクーリングの様子とe-ラーニング教材

事例② インターカルト日本語学校
留学生（大学生）対象の就職支援（県事業）
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■目的

□技能実習生が、日常生活に必要な日本語、業
務の日本語、日本人従業員との円滑なコミュニ
ケーション力を習得するために、学習機会を提供

■教育内容

□日常生活に必要な日本語は、主に市販のテキ
ストを使って実施。また、業務の日本語は、作業
手順や専門用語の理解等、依頼元企業のニーズ
に合わせ、オリジナルのテキストを作成して実施

■授業時間

□企業① ： 週１回９０分
企業② ： 月２回実施、1回2時間

■体制、人員配置

□日本語教師1名

■定員

□企業① ：１０名（ベトナム、ミャンマー）
企業② ： ４名（インドネシア）

■施設設備

□依頼元企業への出張レッスン

■評価の方法

□依頼元企業との間で、月に1回、定期的なフィ
ードバックを実施。また、適宜、学習者にフィー
ドバック。月末、その月の学習内容を基に作成
したテストで評価。

事例③ インターカルト日本語学校
技能実習生対象の日本語教育

■授業の様子と「タイヤ交換作業」オリジナル教材 ３



■目的

□

■教育内容

□日本語力中級～上級者が対象。
上長および外国人社員から課題をヒアリングの上
①ビジネス会話 ②ビジネスコミュニケーション
②ビジネスライティング ④専門用語 を実施

■授業時間

□ ・プライベート 週2回50分×60回（10か月間）
・グループ 3時間/回×2回
・ライティング 15課題

■体制、人員配置

□プログラム統括コーディネーター1名
日本語教師13名、企業窓口担当1名

■定員

□13名（新入社員5名、2年、3年目社員8名）

■施設設備

□当該企業本社（対面）
受講者自宅もしくは企業の各拠点（オンライン）

■評価の方法

□実施前、中間、終了時に口頭および筆記テス
トを実施。毎授業ごとにレポートを企業に提出、
および月1回企業への定期フィードバック。

事例④

■評価表とレッスンレポート ４

将来の中核人材として活躍を期待される
若手外国人材（新入社員含む）を対象に、
業務遂行のために必要な日本語運用力を強化

株式会社オリジネーター
高度外国人材対象 日本語研修



事例⑤ しまね国際センター（SIC)
訪問日本語コース〈企業訪問型〉

■目的
□職場でのコミュニケーションを活性化させ、リネ
ンサプライ業に必要な日本語教育を学んだ上で、
仕事の効率化や安全な作業、チームワークの向
上につなげる。

■職場の画像を見な
がら業務に必要な日
本語を学んでいる様
子

■教育内容

□①日常生活での日本語②業務に必要な日本語
（いずれもオリジナル教材を使用）

※②は、依頼元の企業より、必要な日本語（指示
の言葉、専門用
語など）のリスト
等をもらい、それ
に合わせた教材
を作成。

■授業時間

□90分×12回

■体制、人員配置

□コーディネーター… １名
日本語教師… ２名

■定員

□１０名（ベトナム技能実習生、フィリピン新日系）

■施設設備

□依頼元企業の施設と公的な施設を併用（教
師派遣）

■評価の方法

□初回と最終回にレベル判定テストを実施
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